










　コクサツギーウイルスが新生児心筋炎の発症に関与していることは 1952 年

Gear らの報告以来よく知られている。今回我々は新生児室に多発した髄膜心

筋炎症例よりコクサツキー B-3 を分離したので,その臨床経過,検査成績,心電

図の急性期所見と長期経過所見と,国立予防衛生研究所(甲野礼作先生)で行っ

たウイルス学的検索の結果について報告する。


